
うれしの未来会議２０２５ 

2/14 19：30～ 久間コミュニティセンター 市民参加（１0名） 

 

寄せられた声 

 

・志田焼の里博物館など磨けばまだ光る。嬉野町に比べ塩田町が観光面で弱いので市長に周遊ツ

アーのプランなどを作ってもらって久間地区にももっと光があたるようにしてほしい。 

 

・志田焼の里博物館でフェアを実施するが、毎年開催できるように予算を増やしてほしい。 

 

・佐世保の米軍基地内に志田焼の里博物館を案内してもらう仕組みがあるので活用したい。 

 

・久間小の４年生が志田焼の里博物館のプロモーションビデオを作ってくれたので、多くの人に

見てほしい。 

 

・免許返納をしたあとに、塩田庁舎がどうなるのか不安。交通にも不安がある。 

 

・コミュニティについて今のところ順調だと思っているが、課題は人が気軽に集まれる場所をつ

くることが重要でそのような場所を作っていきたい。ゆめプラット小城を見に行って高校生がた

くさんいて、試験勉強していた光景が素晴らしかった。塩田庁舎の利活用でもそのようなかたち

に持っていってほしい。 

 

・コミュニティを活用した市役所の窓口サービスができないか。 

 

・市の職員の業務として、各地域担当を作ってはどうか。 

 

・吉田地区にあるように、移動困難者のための市のサービス拠点を設けられないか。もっと攻め

た行政運営をしていってほしい。 

 

・高齢になって気づいたが、スマートフォンの操作であったり、教えてもらってもなかなか覚え

られない。そんな体の衰えをサポートできるように人を配置してもらい、高齢者が苦なく暮らせ

るように配慮してほしい。 

 

・加齢でいろいろなことが出来なくなってきているのを感じる。対面サービスなどのアナログな

対応も残してほしい。 

 

・中山間地が廃れてきている。後継者がいない。圃場整備したのもかなり昔で小さい田畑が多

く、水路も農道も昔のままで機械などが使えない。再度圃場整備を行い田畑１枚の面積を大きく



できないか。 

 

・地域計画を作成されているが、絵にかいた餅にならないよう取り組んでほしい。 

 

・中山間地ではイノシシの害などもあり耕作条件が悪い。後継者を育てる前に荒田になってしま

わないか心配している。 

 

・JA の組織の合理化で範囲が広くなり細やかなサービスが維持できなくなっており組合離れが進

んでいる。JAが営利を目的としすぎているように感じる。共乾も統廃合の問題があり JA離れが

進み、高齢者の力では農業を維持できなくなる。 

 

・イノシシ罠や柵を貸し出して設置するような制度を作ってほしい。 

 

・農業離れが悪循環を生むので、土地土地で何の栽培に適しているのか、何を作れば売れるのか

アイデアを出していってほしい。 

 

・楽しんで農業ができるアイデアを出していってほしい。 

 

・たらいまわしにならない窓口を是非実現してほしい。 

 

・免許返納をしたら買い物が不便になってしまう。通販のような仕組みもあるが、選んで買う楽

しみを持つ方が良いと思うので移動販売などを検討してほしい。 

 

・コミュニティセンターの駐車場が狭く人が集まれないので広くしてほしい。 

 

・コミュニティ活動について、定年延長などによって高齢者が働いている状況で担い手がおらず

活動に苦慮している。継続が難しくなっている。文句ばかりになってしまうが、年に１度地区の

事情を聴いてほしい。年に１回は市長と語り合いたい。 

 

・コミュニティ活動に市職員サポーターもなるべく参加してもらいたい。 


